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ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
実
現

に
向
け
て
、
先
進
国
に
は
開
発
援
助
の
量
と
質
の

改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
８
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
13
・
第
三
項
に
は
、「
貧
困
削
減
に

コ
ミ
ッ
ト
す
る
国
に
対
す
る
一
層
寛
容
な
Ｏ
Ｄ
Ａ

供
与
」
が
掲
げ
ら
れ
た
。
具
体
的
な
方
策
と
し
て
、

国
民
総
所
得
の
○
・
七
％
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
供
与
や
Ｏ
Ｄ

Ａ
の
ア
ン
タ
イ
ド
化
を
は
じ
め
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
量
的

拡
大
・
質
的
向
上
に
向
け
て
、
二
○
○
○
年
の
ミ

レ
ニ
ア
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
以
降
の
一
連
の
国
際
会
議

や
報
告
書
で
様
々
な
提
言
が
出
さ
れ
て
い
る
。

先
進
国
の
一
員
で
あ
る
日
本
と
し
て
、
こ
れ
ら

の
提
言
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
、
開
発
援
助
の

改
善
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
進
め
る
べ
き
な
の

だ
ろ
う
か
。
様
々
な
処
方
箋
は
、
本
当
に
Ｍ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
達
成
に
と
っ
て
有
効
で
的
を
射
た
も
の
な
の

か
。
限
ら
れ
た
リ
ソ
ー
ス
の
中
で
、
何
を
優
先
課

題
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
な
の
か
。

以
下
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
が
進
展
す
る
中
で
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
量
的
拡
大
と
質

的
向
上
が
ど
の
よ
う
に
求
め
ら
れ
て
き
た
か
を
概

観
し
、
論
点
を
検
討
し
た
上
で
、
個
別
の
途
上
国

の
視
点
か
ら
先
進
国
に
と
っ
て
の
課
題
を
改
め
て

整
理
し
、
今
後
の
日
本
の
取
り
組
み
の
あ
り
方
に

つ
い
て
展
望
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

●
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
進
展

冷
戦
終
了
後
、
国
際
社
会
の
不
安
定
要
因
と
し

て
開
発
問
題
が
着
目
さ
れ
、
一
九
九
○
年
代
後
半

以
降
、
主
要
先
進
国
も
本
腰
で
取
り
組
み
を
進
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
が
様
々
な
国
際
会
議
で
の
主
要
テ
ー
マ
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
様
々
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

が
並
行
し
て
進
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
一
に
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
中
核
と
し
た
流
れ
が
あ

げ
ら
れ
る
。
開
発
推
進
の
た
め
明
確
で
計
測
可
能

な
期
限
付
き
の
目
標
を
設
定
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ

ー
チ
は
、
一
九
八
○
年
代
に
予
防
接
種
等
の
分
野

で
始
ま
っ
た
が
、
一
九
九
六
年
、
経
済
協
力
開
発

機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）・
開
発
援
助
委
員
会
（
Ｄ
Ａ

Ｃ
）
の
新
開
発
戦
略
に
お
い
て
、
七
つ
の
具
体
的

な
国
際
的
目
標
（
Ｉ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
と
し
て
包
括
的
な

も
の
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
二
○
○
○
年
の
ミ
レ

ニ
ア
ム
宣
言
を
受
け
て
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
し
て
国
際

社
会
の
共
通
目
標
と
し
て
確
認
さ
れ
、
そ
の
達
成

に
向
け
て
途
上
国
と
援
助
国
・
機
関
の
双
方
の
責

務
が
明
確
化
さ
れ
た
。
二
○
○
二
年
三
月
に
は
モ

ン
テ
レ
イ
で
国
連
開
発
資
金
会
議
が
開
催
さ
れ
、

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
て
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
重
要
性
が
再
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
国
連
を
中

心
に
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
げ

ら
れ
、
二
○
○
五
年
一
月
に
は
ミ
レ
ニ
ア
ム
報
告

書
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
や
、
二
○

○
一
年
の
九
・
一
一
事
件
以
降
の
国
際
テ
ロ
対
策

の
一
環
と
し
て
の
貧
困
削
減
の
重
要
性
へ
の
認
識

を
背
景
に
、
先
進
各
国
は
軒
並
み
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
の

増
額
を
表
明
し
、
実
施
に
移
し
つ
つ
あ
る
。

第
二
は
、
貧
困
削
減
戦
略
文
書
（
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
）

を
中
心
と
し
た
流
れ
で
あ
る
。
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ソ

ン
世
銀
総
裁
は
、
一
九
九
九
年
一
月
に
包
括
的
開

発
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
（
Ｃ
Ｄ
Ｆ
）
を
提
示
し
、
同

様
の
考
え
に
基
づ
き
、
同
年
九
月
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
銀

総
会
で
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
の
導
入
が
決
定
さ
れ
た
。
貧
困

削
減
を
目
指
し
、
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
途
上
国
自

身
の
政
府
と
国
民
の
主
体
性
）
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
（
援
助
国
・
機
関
を
は
じ
め
と
す
る
幅
広
い

ス
テ
ー
ク
ホ
ー
ル
ダ
ー
の
協
調
）
を
掲
げ
た
Ｐ
Ｒ

Ｓ
Ｐ
の
作
成
が
、
拡
大
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
に
よ
る
債
務
救
済
の
前
提
条
件
と
さ
れ
、
そ
の

他
全
Ｉ
Ｄ
Ａ
（
国
際
開
発
協
会
）
対
象
国
に
つ
い

て
も
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
多
く
の
途
上
国
に
お
い
て
、
援
助

開
発
援
助
│
途
上
国
の
自
主
性
を
活
か
す
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
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協
調
の
プ
ロ
セ
ス
が
、
途
上
国
政
府
を
中
核
に
据

え
て
の
包
括
的
な
政
策
を
基
盤
に
し
て
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
援
助
国
・
機
関
の
支
援
も
、
そ
の

枠
組
み
の
中
で
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
三
に
、
援
助
効
果
向
上
（aid effectivenes

s

）
を
中
心
と
し
た
流
れ
で
あ
る
。
当
初
の
問
題

意
識
は
、
多
く
の
援
助
国
・
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の

方
法
で
援
助
を
供
与
し
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
と

「
取
引
費
用
」
が
大
き
く
な
る
の
で
、
手
続
き
の

調
和
化
が
必
要
と
の
点
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
二

○
○
三
年
二
月
の
ロ
ー
マ
調
和
化
ハ
イ
レ
ベ
ル
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
二
○
○
五
年
二
〜
三
月
の
パ
リ
援

助
効
果
向
上
ハ
イ
レ
ベ
ル
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ

て
の
作
業
の
中
で
よ
り
包
括
的
な
内
容
と
な
り
、

パ
リ
宣
言
に
お
い
て
は
、
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
整

合
化
、
調
和
化
、
開
発
成
果
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
相

互
説
明
責
任
の
五
つ
の
論
点
に
つ
い
て
、
途
上
国

及
び
援
助
国
・
機
関
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
表
明

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
四
は
、
開
発
成
果
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
流
れ
で

あ
る
。
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
を
推
進
す
る
中
で
、

そ
れ
が
い
か
な
る
成
果
を
生
み
出
し
て
い
る
か
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
実
際
の
成
果
を
確
保
す
る
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
行
う
こ
と
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
二
○
○
二
年
三
月
の
モ
ン
テ
レ

イ
会
議
を
受
け
て
、
同
年
六
月
の
国
際
開
発
金
融

機
関
（
Ｍ
Ｄ
Ｂ
ｓ
）
と
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ａ
Ｃ
の
開

発
成
果
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
円
卓
会
議
で
具
体
的
な
検

討
プ
ロ
セ
ス
が
始
ま
っ
た
。
二
○
○
四
年
二
月
に

は
モ
ロ
ッ
コ
の
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
同
円
卓
会
議
の
第

二
回
会
合
が
開
催
さ
れ
、
行
動
規
範
と
行
動
計
画

か
ら
な
る
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
の

内
容
は
、
二
○
○
五
年
三
月
の
援
助
効
果
向
上
に

関
す
る
パ
リ
宣
言
に
合
流
し
、
途
上
国
を
含
め
て

の
承
認
が
得
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
五
に
、
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
の
流
れ
で
あ
る
。

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
、
援
助
効
果
向
上
と
い
っ

た
議
論
を
踏
ま
え
、
数
少
な
い
良
い
成
果
か
ら
の

教
訓
を
ど
の
よ
う
に
迅
速
に
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
で

き
る
か
と
の
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
世
界
銀
行
の

主
導
に
よ
る
新
た
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
二
○
○
四
年
五
月
に
は
上
海
で
途
上
国
数
カ

国
の
首
脳
レ
ベ
ル
を
招
い
て
「
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ

会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
た
実

務
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
二
○
○
五
年
九
月
に
は
ワ

シ
ン
ト
ン
で
第
一
回
会
合
、
同
年
一
二
月
に
は
パ

リ
で
第
二
回
会
合
が
開
催
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、

援
助
量
の
短
期
・
中
期
見
通
し
の
予
測
性
向
上
、

そ
の
た
め
の
政
府
・
ド
ナ
ー
会
合
の
活
用
や
機
能

強
化
な
ど
の
方
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

第
六
に
、
分
野
別
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
流
れ

で
あ
る
。
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
た
め
の
実
施
が
大
き

な
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
る
中
で
、
従
来
か
ら
の

個
別
分
野
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
動
き
が
加

速
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
二
○
○
二
年
の
環
境

と
開
発
に
関
す
る
世
界
サ
ミ
ッ
ト
（
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ

ル
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
）
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
生
物

多
様
性
な
ど
分
野
別
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
枠
組

み
が
合
意
さ
れ
た
。
保
健
分
野
で
は
、
二
○
○
二

年
に
ア
ナ
ン
国
連
事
務
総
長
の
提
唱
に
よ
り
世
界

エ
イ
ズ
・
結
核
・
マ
ラ
リ
ア
対
策
基
金
が
発
足
し
、

二
○
○
三
年
春
か
ら
二
○
○
五
年
秋
ま
で
、
オ
タ

ワ
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
ア
ブ
ジ
ャ
、
パ
リ
で
保
健
Ｍ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合
が
開
催
さ
れ

た
。
教
育
分
野
で
は
、
二
○
○
二
年
よ
り
世
銀
を

中
心
に
万
人
の
た
め
の
教
育
・
フ
ァ
ス
ト
ト
ラ
ッ

ク
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ｅ
Ｆ
Ａ
│

Ｆ
Ｔ
Ｉ
）
が
推

進
さ
れ
て
い
る
。
水
分
野
で
は
、
二
○
○
三
年
に

京
都
等
で
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

●
援
助
の
量
と
質
を
巡
る
議
論

こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
達
成

す
る
た
め
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
量
的
拡
大
と
質
的
向
上
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
様
々
な
議
論
が
行
わ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
議
論
に

お
い
て
特
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
特
に
先
進
国

向
け
の
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
に
活
用
し
た
り
、
多
く
の

途
上
国
に
共
通
す
る
部
分
に
焦
点
を
当
て
た
対
策

を
提
示
し
た
り
す
る
結
果
、
途
上
国
に
お
け
る
多

様
か
つ
複
雑
な
問
題
状
況
の
多
く
が
捨
象
さ
れ
、

単
純
に
整
理
さ
れ
る
き
ら
い
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
、
量
的
拡
大
に
つ
い
て
、「
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
達
成
す
る
の
に
必
要
な
資
金
量
は
い
く
ら
か
」

と
い
っ
た
試
算
を
も
と
に
先
進
国
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
増
を

求
め
る
と
い
っ
た
議
論
も
一
部
見
ら
れ
た
。
し
か

し
、
途
上
国
に
お
い
て
は
い
か
な
る
資
金
投
入
が

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
た
め
に
最
も
有
効
か
、
途
上
国

政
府
や
そ
の
他
の
組
織
に
援
助
を
有
効
に
活
用
す

る
能
力
が
備
わ
っ
て
い
る
の
か
、
公
的
資
金
と
民

間
資
金
の
役
割
分
担
は
ど
の
よ
う
な
形
が
望
ま
し

い
か
、
成
果
の
持
続
性
が
確
保
さ
れ
る
の
か
、
と

い
っ
た
様
々
な
課
題
が
あ
り
、
一
定
額
の
資
金
量

で
一
定
の
成
果
が
達
成
で
き
る
と
い
っ
た
単
純
な
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問
題
で
は
な
い
。
ま
た
、
先
進
国
か
ら
の
Ｏ
Ｄ
Ａ

増
は
、
十
分
な
開
発
効
果
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が

前
提
と
な
る
こ
と
か
ら
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
量
の
確
保
は

質
の
向
上
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

質
的
向
上
に
つ
い
て
も
、
財
政
支
援
と
い
っ
た

新
援
助
ス
キ
ー
ム
の
導
入
や
ア
ン
タ
イ
ド
化
等
の

方
策
で
解
決
す
る
よ
う
な
簡
単
な
問
題
で
は
な
い
。

援
助
の
開
発
効
果
は
、
援
助
の
対
象
と
な
る
貧
困

削
減
戦
略
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
と
内
容
は
い
か
な
る

も
の
か
、
そ
れ
を
実
施
に
移
す
途
上
国
の
政
策
・

制
度
環
境
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
政
治
構
造
と
い
っ
た

制
約
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
援
助
資
金
に
加
え

て
国
内
資
金
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
活
用
す
る
の

か
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
を
行
う
に
際
し
て
途

上
国
政
府
と
ド
ナ
ー
の
役
割
分
担
や
体
制
を
ど
の

よ
う
に
構
築
す
る
の
か
、
と
い
っ
た
様
々
な
要
因

に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
援
助
の
質
的
向
上

を
図
る
た
め
に
は
、
個
別
の
途
上
国
の
問
題
状
況

を
踏
ま
え
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

●
途
上
国
の
視
点
に
立
っ
た
取
り
組
み

以
上
の
通
り
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
打
ち
出
さ
れ
て
か

ら
五
年
間
に
わ
た
る
様
々
な
取
り
組
み
の
進
展
を

踏
ま
え
れ
ば
、
矢
継
ぎ
早
に
打
ち
出
さ
れ
た
グ
ロ

ー
バ
ル
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
自
体
は
、
重
要
な
作

業
と
い
え
る
も
の
の
、
そ
の
有
効
性
は
一
定
程
度

に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

個
別
の
途
上
国
に
お
い
て
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
Ｐ
Ｒ
Ｓ

Ｐ
、
援
助
効
果
向
上
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
な
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
の
考
え
方
は
今
や
着
実
に
浸
透
し
つ

つ
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
実
施
に
移
す
に
際
し

て
、
個
別
国
毎
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ア
ジ
ェ
ン
ダ
や
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
さ
ら
に
洗
練
化
・
精
緻
化
す
る
こ
と
の
み

で
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
達
成
す

る
た
め
の
大
き
な
鍵
は
、
個
別
の
途
上
国
毎
に
、

援
助
国
・
機
関
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
の
実
施
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
に
具
体
化
し
、

き
め
細
か
く
適
切
な
支
援
を
行
え
る
か
と
い
う
点

に
あ
る
。
以
下
、
個
別
の
途
上
国
の
視
点
に
立
っ

て
、
先
進
国
と
し
て
い
か
な
る
取
り
組
み
を
行
う

べ
き
か
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
提
示
し
た
い
。

第
一
に
、
個
別
の
途
上
国
に
お
け
る
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ

の
内
容
と
実
施
体
制
に
つ
い
て
、
途
上
国
の
オ
ー

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
尊
重
し
つ
つ
、
ど
の
よ
う
に
質
を

確
保
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
は

既
に
多
く
の
国
で
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、
往
々
に

し
て
総
花
的
で
あ
り
、
貧
困
削
減
に
向
け
て
の
有

効
な
処
方
箋
に
な
っ
て
い
る
か
、
大
き
な
課
題
が

残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
個
別
セ
ク
タ
ー
の
政
策

文
書
と
の
整
合
性
、
年
次
予
算
や
中
期
支
出
枠
組

み
と
の
リ
ン
ク
と
い
っ
た
実
施
体
制
面
で
も
改
善

が
必
要
な
場
合
が
多
い
。
し
か
し
、
援
助
国
・
機

関
と
し
て
、
途
上
国
に
な
り
代
わ
っ
て
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ

を
起
案
し
て
も
途
上
国
側
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は

期
待
で
き
ず
、
ま
た
実
施
体
制
に
つ
い
て
も
特
定

の
形
態
を
押
し
付
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
中

長
期
的
観
点
か
ら
、
途
上
国
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
も
と
で
質
の
高
い
政
策
立
案
・
実
施
が
行
わ
れ

る
よ
う
、
十
分
な
政
策
対
話
と
途
上
国
政
府
の
能

力
開
発
を
根
気
強
く
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

第
二
に
、
途
上
国
国
内
の
政
治
的
対
立
や
腐
敗

な
ど
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
問
題
に
ど
の
よ
う
に
対
処

す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
政
治
的
利
権
や
汚

職
な
ど
に
よ
り
、
援
助
資
金
が
効
果
的
に
使
わ
れ

な
い
お
そ
れ
が
あ
る
国
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
く
か
は
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
途
上

国
政
府
に
問
題
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
支
援
を
打

ち
切
っ
て
し
ま
え
ば
、
当
該
途
上
国
の
国
民
が
苦

し
む
ば
か
り
で
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
も
難
し
く
な
る
。

援
助
を
活
用
し
つ
つ
政
策
改
善
を
促
す
と
い
う
、

機
微
な
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
と
判
断
が
必
要
と
な
る
。

第
三
に
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
体
制
を
ど
の

よ
う
に
構
築
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
昨
今
、

開
発
成
果
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
重
視
さ
れ
る
中
で
、

途
上
国
は
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
の
中
で
成
果
指
標
を
定
め
て

い
る
が
、
統
計
担
当
部
局
等
の
能
力
不
足
に
よ
り
、

成
果
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
そ
の
後
の
政
策
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
が
多
い
。
他
方
、
世

銀
等
の
国
際
開
発
金
融
機
関
は
成
果
主
義
の
国
別

援
助
戦
略
を
導
入
し
、
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
を
尊
重
す
る
と

い
い
な
が
ら
も
、
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
と
は
別
途
に
自
ら
の

観
点
か
ら
具
体
的
な
指
標
や
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
設

定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
国
連
関
係
機
関
は
国
連
開

発
援
助
枠
組
み
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｆ
）
を
作
成
し
、
別

途
に
政
府
と
国
連
機
関
か
ら
構
成
さ
れ
る
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
枠
組
み
を
構
築
し
て
い
る
。
途
上
国
政
府

の
能
力
や
援
助
国
・
機
関
に
対
す
る
発
言
力
が
限

ら
れ
る
中
で
、
様
々
な
援
助
国
・
機
関
が
成
果
主

義
を
導
入
す
る
こ
と
で
生
じ
得
る
混
乱
を
ど
の
よ

う
に
回
避
し
て
い
く
か
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

第
四
に
、
援
助
国
・
機
関
の
現
地
機
能
を
い
か
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に
強
化
す
る
か
と
い
う
課
題
で
あ
る
。
援
助
国
・

機
関
は
、
援
助
資
金
を
背
景
と
し
た
強
大
な
発
言

力
を
持
ち
、
ま
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

の
知
見
を
有
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
し
か
し
、

現
地
駐
在
の
職
員
は
途
上
国
政
府
の
職
員
に
比
べ

て
は
る
か
に
数
が
少
な
く
、
当
該
途
上
国
で
の
経

験
が
少
な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
地
の
実

情
に
適
さ
な
い
支
援
や
政
策
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う

お
そ
れ
が
あ
る
。
今
後
、
途
上
国
政
府
を
中
心
に
、

援
助
国
・
機
関
が
緊
密
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

組
ん
で
支
援
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
援
助
資

金
を
持
つ
側
が
、
本
国
の
納
税
者
の
視
点
や
グ
ロ

ー
バ
ル
な
知
見
の
み
な
ら
ず
、
途
上
国
の
現
状
に

関
す
る
知
見
を
自
ら
蓄
積
し
、
持
て
る
発
言
力
を

効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

●
日
本
に
と
っ
て
の
課
題

以
上
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
開
発
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

の
展
開
を
背
景
と
し
て
個
別
の
途
上
国
の
視
点
か

ら
、
先
進
国
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
具
体
的
な
課

題
を
例
示
し
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
日
本
は

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
て
、
い
か
な
る
ス
タ
ン
ス

で
取
り
組
み
を
進
め
て
行
く
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

結
論
か
ら
言
え
ば
、
①
個
別
の
途
上
国
の
自
主

性
を
尊
重
し
た
現
地
に
お
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
②
そ
こ
で
得
ら
れ
た

知
見
を
踏
ま
え
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
改
善
す
る
と
い
う
「
二
正
面
作
戦
」
を

展
開
す
べ
く
、
③
そ
の
双
方
に
必
要
な
体
制
を
整

備
し
人
材
を
育
成
す
べ
き
と
考
え
る
。

開
発
援
助
を
巡
る
議
論
は
、
も
は
や
「
総
論
」

か
ら
「
各
論
」、
特
に
「
国
別
」（
さ
ら
に
は
セ
ク

タ
ー
別
）
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
具
体
化
す
る

段
階
に
入
っ
て
い
る
。
個
別
の
途
上
国
（
さ
ら
に

は
個
別
の
セ
ク
タ
ー
）
で
具
体
的
な
成
果
を
示
す

こ
と
な
し
に
、
日
本
が
先
進
国
と
し
て
貢
献
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
は
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

幸
い
、
日
本
は
ア
ジ
ア
を
中
心
に
、
途
上
国
の
自

主
性
を
尊
重
し
、
自
助
努
力
を
促
す
形
で
の
開
発

実
現
に
成
果
を
上
げ
て
き
て
い
る
。
現
在
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
具
体
的
な
支
援
を
媒
介
と
し
た
、

途
上
国
の
自
立
に
向
け
て
の
「
コ
ー
チ
ン
グ
」
で

あ
る
。
日
本
は
自
ら
開
発
を
経
験
し
た
唯
一
の
主

要
先
進
国
と
し
て
、
そ
の
た
め
の
資
質
を
十
分
に

持
っ
て
い
る
。
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
、
援
助
効

果
向
上
と
い
っ
た
新
た
な
「
枠
組
み
」
が
途
上
国

現
地
に
導
入
さ
れ
る
中
で
、
日
本
自
身
の
開
発
や

開
発
援
助
の
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
整
理
し

体
系
化
す
る
と
と
も
に
、
他
の
ド
ナ
ー
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
へ
参
画
し
、
さ
ら
に
主
導
し
て
い

く
た
め
に
活
用
す
れ
ば
、
日
本
と
し
て
途
上
国
か

ら
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
個
別
の
途
上
国
の
自
主
性

と
多
様
性
を
踏
ま
え
た
開
発
の
実
現
を
重
視
す
る

と
の
発
想
を
、
今
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
開
発
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
設
定
に
反
映
さ
せ

て
い
く
こ
と
も
、
日
本
が
果
た
す
べ
き
大
き
な
役

割
で
あ
る
。
国
連
、
世
界
銀
行
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ

Ａ
Ｃ
、
さ
ら
に
は
分
野
別
の
国
際
機
関
・
会
議
に

お
い
て
は
、
個
別
の
途
上
国
に
お
け
る
実
情
を
十

分
に
踏
ま
え
ず
、
理
論
重
視
の
画
一
的
な
処
方
箋

を
性
急
に
推
進
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
見
ら
れ
る
。

日
本
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
が
効
果
的
な
形
で
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
知

的
な
貢
献
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

そ
し
て
、
日
本
と
し
て
早
急
に
取
り
組
む
べ
き

課
題
は
、
そ
の
た
め
の
体
制
を
整
備
し
、
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
通
り
、
開

発
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
日
本
は
多
く

の
経
験
を
持
ち
、
有
益
な
知
見
を
蓄
積
し
て
い
る
。

こ
れ
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
途

上
国
現
地
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
専
門

性
を
持
っ
た
人
材
を
配
置
し
、
人
材
が
不
足
す
る

場
合
に
は
そ
れ
を
組
織
的
に
育
成
す
る
こ
と
が
急

務
で
あ
る
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
議
論
に
お
い

て
も
、
各
種
の
研
究
機
関
を
活
用
し
つ
つ
、
日
本

の
知
見
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
国
際
会
議
等
で

論
陣
を
張
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
政
府
・
実
施

機
関
内
外
に
確
保
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

開
発
援
助
を
巡
る
議
論
は
、
刻
一
刻
と
進
展
し

つ
つ
あ
る
。
こ
の
流
れ
の
後
を
追
う
の
で
は
な
く
、

流
れ
の
先
に
あ
る
新
た
な
課
題
を
提
示
し
、
議
論

を
リ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
大
切
で
あ
る
。
そ

れ
は
、「
途
上
国
の
自
主
性
を
活
か
す
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
を
い
か
に
構
築
す
る
か
」
と
い
う
、
言

い
古
さ
れ
た
よ
う
で
実
現
が
難
し
い
問
題
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
日
本
が
、
能
力
開
発
や
南
南
協
力

を
は
じ
め
、
様
々
な
蓄
積
を
活
用
し
て
取
り
組
み

を
進
め
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
に
向
け
て
、
先
進
国

の
責
務
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
き 

や　

ま
さ
ひ
こ
／
在
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
日

本
大
使
館
参
事
官
）
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